
　６
月
定
例
会
で
は
、
町
政
全
般
へ
10
人
の
議
員
が
16
項
目
に
わ
た
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
質
問
者
及
び
質
問
項
目
は
、
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　掲
載
に
あ
た
っ
て
は
紙
面
の
都
合
上
、
質
問
内
容
、
回
答
共
に
抜
粋
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　東
日
本
大
震
災
で
は

　
　
　
　
多
く
の
消
防
団
の
方

が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　
箱
根
町
で
も
、
い
つ
大
き
な

災
害
に
襲
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
時
に
は
、

日
頃
か
ら
訓
練
さ
れ
て
い
る
消

防
団
員
の
方
を
、
大
変
頼
り
に

す
る
と
こ
ろ
で
す
。
災
害
が
起

こ
れ
ば
、
命
を
か
け
て
住
民
を

守
っ
て
い
た
だ
け
る
消
防
団
員

の
報
酬
及
び
補
償
を
、
今
以
上

に
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　消
防
団
員
は
、
箱
根

　
　
　町
消
防
団
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、

年
額
に
よ
る
報
酬
と
災
害
活
動

に
従
事
し
た
際
の
費
用
弁
償
を

支
給
し
て
い
る
。
最
も
人
数
が

多
い
団
員
の
報
酬
額
（
年
額
）

で
の
比
較
に
な
る
が
、
箱
根
町

が
２
万
2,000
円
に
対
し
ま
し
て
、

湯
河
原
町
１
万
8,000
円
、
真
鶴
町

１
万
9,000
円
。
小
田
原
市
２
万
7,200

円
と
な
っ
て
お
り
、
近
隣
市
町

村
と
比
較
し
て
も
、
当
町
が
低

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
消

防
団
の
日
ご
ろ
の
活
躍
を
思
え

ば
、
よ
り
高
額
な
報
酬
を
と
の

気
持
ち
も
な
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
近
隣
の
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。
次

に
、
消
防
団
員
に
対
す
る
補
償

制
度
は
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
共
済
制
度
、
消
防
団
員
福

祉
共
済
制
度
、
殉
職
者
特
別
賞

じ
ゅ
つ
金
の
３
つ
が
あ
る
。
こ

れ
ら
補
償
に
つ
い
て
は
国
の
政

令
、
財
団
法
人
の
規
定
に
基
づ

き
支
給
し
て
い
る
。

　今
後
も
同
様
の
補
償
が
確
保

で
き
る
よ
う
執
行
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
。

町
の
考
え
方
を
問
う

一一
般般
質質
問問

◎勝俣　公好 （Ｐ３）   
　・消防団員の報酬及び補償について  
　・消防の広域化について    

◎石川　　栄 （Ｐ４）   
　・仙石原「温湯」付近の整備について  
　・総合案内及び窓口業務について    

◎山田　成宣 （Ｐ４）   
　・ＩＴを活用した電子自治体の実現について   

◎村上　東司 （Ｐ４）   
　・箱根町の観光振興について    

◎村野由紀子 （Ｐ５）   
　・安心で安全な道路環境の整備について   
　・箱根町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画について  
 
◎川端　祥介 （Ｐ５）   
　・箱根町職員の職員研修と勤務成績の評定について  
　・防災・減災対策について    

◎勝俣　剛一 （Ｐ５）   
　・防災対策について    
　・非常備消防団員の公務災害について    

◎稲葉親太郎 （Ｐ６）   
　・箱根町の地下水（温泉水）を含む水資源について 

◎遠藤　秀則 （Ｐ６）   
　・さくら館について    

◎山田　和江 （Ｐ６）   
　・地域経済活性化対策について    
　・消防団詰所の整備について    

消防QQAA

消防湯本分署

消
防
団
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報
酬
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補
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